










学位授与年月日 平成 24年 9 月 25 日


















































解析可能な 37 名の被験者(平均年齢 20.8 歳土1.5 SD)の解析の結果、模倣したさ得点に相聞を示す脳賦活領
域は、模倣中にのみ現れ、その中で活動との相闘が模倣したさ得点のみに対して有意(明示的な理由因子とは
無相関)な領域は、右の前帯状皮質(ACC) の後方部で、あった。この右の ACC の後方部領域が、模倣の発動
に関して馴染みがなく、意味のない動作を自発的に模倣する際に極めて重要であることを示唆した。
模倣の欲求という、新しい視点での脳機能解析で研究テーマとして新規性がある。得られた結果は興味深く、
子どもの自発模倣の発達の理解や、模倣の障害が特徴的な自閉症の病態理解に役立つ可能性がある。よって，
本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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